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　前号では、なかなか古い体質から抜け出せない物流業界の現状を皆さんに知っていただきたく、日々使用する「紙

の伝票」を例に、業界に蔓延る「属人化」と「IT化の遅れ」のお話をした。そして物流業界発展に欠かせない視点が「標

準化」であることを訴えた。本号では業界に一石を投じるべく、汎用性のある「標準化」を視野に入れた当社のIT

化を紹介したい。

［第５回］

業界×IT
　昨今、IT化が強く叫ばれている。
　新聞、経済誌、マーケティング雑
誌などをみてもIT化による業界の
変革や企業の成長などたくさんの事
例が溢れている。当社の属する物流
業界と類似の問題を抱えていたタク
シー業界の変革から少し考察してみ
たい。
　私も東京でタクシーに乗ることが
よくあるが、乗車時にドライバーへ
目的地を告げると、その目的地まで
最も適した最短ルートで運んでくれ
る。ひと昔前なら国道○○号線を北
に5キロ進み、○○の交差点を右に
左にと道順を説明しながら乗車した
が、説明なしで目的地に到着できる
ベテランドライバーは少なく、そこ
までの育成に時間がかかったわけで
ある。
　近年ではカーナビゲーションが誘
導してくれるようになったため、ド
ライバーは一番困難とされた地理と
道路事情の知識を培う必要がなくな
り、誰でもタクシードライバーにな
れるようになった。

　さらに、タクシー業界にはIT企業
のウーバー社が利用者の利便性を追
求したアプリを登場させたことで、
新しい顧客の創造で賑わいをみせて
いる。
　この事例の興味深い点は、タク
シー業界が知恵を絞って開発した仕
組みではないことである。まったく
関係ないIT企業ウーバーのアイデ
アにより変革していったことが面白
い。
　このような異業種のIT化の事例
も参考にしながら当社もIT化を推
進していくことになる。

物流×IT（ID運輸）
　当社はこれまで３PL企業として、
物流のサプライチェーン全体を俯瞰
して改善を提案する企業活動を続け
てきた。とりわけ運送効率を上げる
為の拠点配備とか、倉庫内の作業効
率化などの提案が得意領域で、倉庫
から出荷される商品の配送はパート
ナー企業（運送会社）へ委ねていた
時期があった。一昔前はこの関係が
バランスを保ちうまく機能していた

と思う。
　しかし、昨今の厳しいドライバー
不足によって状況は一変し、パート
ナー企業担せにせず、当社自らメー
カー側へ物流効率化の為の要請や、
卸売りへの納品時の条件緩和を行っ
ていたが、中々成果を出せずにいた。
そこでウーバーのような発想による
ITを導入して課題を解決する方法
を検討し始めたのである。
　最初のアクションはトラックの
動きを可視化することのメリット
（ニーズ）は何があるかを洗い出し
た。
　①�メーカーのニーズ⇒自分達の商
品がどこにあり、いつ頃到着す
るのか知りたい

　②�卸売りのニーズ　⇒商品がいつ
到着するのか知りたい

　③�運送会社のニーズ⇒配送中のト
ラックの状況をリアルで分かれ
ば次の配車が組みやすい

　などである。
　要するに、トラックの動態管理（可
視化）は全ての物流関係者のニーズ
であることを再認識し、これが実現

物流業界は遅れている（その２ ＩＴ化）
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　すでに全国の卸売りにこの仕組み
の導入を働きかけているが、なかな
か理解は得られない。「大塚さん10
年早いよ」「大塚だけ特別扱いはで
きない」と後ろ向きの返答が多い。
　紙の伝票が無くなるメリットを理
解しているにも関わらず、あと10
年間も紙の伝票を続けなくてはなら
ないかと思うとやりきれない気持ち
になった。

標準化を目指す為に
必要なこと
　ID運輸の開発に着手した当初は、
トラックの動態を可視化することで

写真１　トラックへスマートフォンを配備し、そ
の動態をネット上でリアルタイムに確認できる

写真２　納品先にてスマートフォン上のE伝票にサイン
をもらっている様子

においても効率化は運送会社の改善
の域を超えることはない。なぜなら、
メーカーや卸売り各社各様の要望に
応える為に、個別最適で対応してい
るからだ。いくらトラックの動態を
可視化しても個別で対応するわけだ
から効率化は図りづらい。更なる効
率化を求めた取り組みを深化させて
いくには、サプライチェーンに携わ
る関係者が一体となった取り組みが
必要不可欠であると考える。
　だからこそ、メーカーの物流会社
である当社の役割として、メーカー
や卸売りを巻き込み、ITを活用した
業界全体の標準化を目指さなければ
ならないと思ったわけである。
　進化を続けているID運輸の取り
組みは進んでいる。本年1月より大
手医薬品卸売りと協業でE伝票を活
用した検品レスを実現し、サプライ
チェーン上におけるメーカーと卸売
りの物流効率化を実施し始めた。業
界においては画期的な出来事だと自
負している。当社は将来この取り組
みを基本に、業界へ波及させ、業界
全体の標準化の礎にしていきたいと
思う。

できれば運送面と業務面の効率化が
図れると考えた。トラックの動態管
理ができるIT（当社のシステム名：
ID運輸）を開発していくことにな
る。
　さらにこの「ID運輸」を開発し
た別の理由にも言及しておきたい。
　一口にIT化といっても巨額な投
資は運送会社には重い。しかも単独
で開発を進めれば、各社バラバラの
仕組みができてしまう。これではい
つまでたっても標準化などは進まな
い。業界全体を横断できる一つの
パッケージ的な仕組み作りが重要と
なるわけだ。そこで当社は積極的に
IT化に向けた投資を行い、全国の
パートナー企業に使ってもらうこと
のできる汎用性の高いこのID運輸
の仕組みを開発していった。まさに
業界標準化への挑戦である。
　さらに、このID運輸へ色々な機
能を追加していった。上記の①～③
への対応はもちろんのこと、様々な
機能が評価を受け当社のお客様や全
国のパートナー企業に使用していた
だいている。
　
さらなる業界標準化にむけて
　今、ID運輸の機能の中で「E伝票」

という仕組みを推奨してい
る。
　E伝票とは、紙の伝票を
電子化した納品伝票に納品
時商品の写真を付与したも
のである。電子伝票に写
真を付与することでメー
カー・卸売り・運送会社の
事後確認を容易にするもの
で、納品時検品作業の効率
化だけでなく、トラックの
待機時間も解消できる画期
的な仕組みである。

非稼働時間を極力無
くし、稼働率を向上
させることにあっ
た。またそれにより、
ドライバー不足に悩
む運送会社を支援す
ることにあった。こ
の取組みの有効性が
評価され、2015年
度ロジスティクス大
賞を受賞した。目的
の第１段階は達成し
たといえる。
　しかし、この時点


